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【国公立大学】 
　北海道大学　　 16名   小樽商科大学　 10名 　北海道教育大学 31名 　旭川市立大学　 　４名 
　室蘭工業大学　 15名 　北見工業大学　　３名 　札幌医科大学　　１名 　札幌市立大学　 　４名 
　釧路公立大学　　８名   名寄市立大学　　２名 　公立千歳科学技術大学10名 　公立はこだて未来大学　６名
                                  　　　　　　　　　　　　【道内国公立大学現浪合計　110名】
　弘前大学　　　 15名   岩手大学　　　　３名 　秋田大学　　　　１名 　山形大学　　　　２名 
　茨城大学　　　　２名 　新潟大学　  　　５名 　金沢大学　　　  ２名 　富山大学　　　　１名 
　横浜国立大学　　１名 　静岡大学　　　　３名 　信州大学　　　　２名 　山梨大学　　　　１名 
　大阪教育大学　  １名 　広島大学　　　　1名 　青森県立保健大学１名 　秋田公立美術大学１名 
　宮城大学　　　  １名   新潟県立大学　　１名  　三条市立大学　　１名 　長岡造形大学　　１名 
　公立小松大学 　 １名 　高崎経済大学　　２名 　東京都立大学　　１名 　前橋工科大学　　３名 
　長野大学　　 　 １名 　広島市立大学　　１名 　下関市立大学　　１名   北九州市立大学　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【道外国公立大学現浪合計  ５７名】 
【道内私立大学】 
　札幌大学、札幌学院大学、札幌国際大学、藤女子大学、北星学園大学、北海学園大学、北海商科大学、
　北海道医療大学、北海道科学大学、日本赤十字北海道看護大学、北海道武蔵女子大学、酪農学園大学、
　北翔大学、北海道文教大学、天使大学、札幌大谷大学、星槎道都大学、千歳リハビリテーション大学、 
　日本医療大学、北海道情報大学、札幌保健医療大学、北海道武蔵女子短期大学、 
　札幌大谷大学短期大学部 
【道外私立大学】 
　金沢工業大学、亜細亜大学、学習院大学、工学院大学、国士舘大学、東海大学、中央大学、拓殖大学、
　順天堂大学、摂南大学、専修大学、創価大学、玉川大学、千葉工業大学、東京家政大学、東洋大学、 
　東京経済大学、東北芸術工科大学、日本大学、法政大学、明海大学、明治学院大学、早稲田大学、 
　明星大学、目白大学、立正大学、立命館大学、関西大学、京都外国語大学、近畿大学、福岡大学  
【看護系専門学校】  北海道医療センター付属札幌看護学校、北海道看護専門学校　　　　　　　　　 
【公　務　員　等】　警視庁、国家公務員一般職、北海道警察 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　～令和 8 年 3 月 25 日現在～
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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

昨
春
、
母
校
で
あ
る
札
幌
手
稲
高
に
赴
任
し
１
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
学
校
周
辺
は
随

分
と
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
手
稲
駅
か
ら
途
切
れ
な
く
商
店
が

並
び
、
手
稲
高
か
ら
石
狩
方
面
の
道
も
ほ
と
ん
ど
商
店
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
型
施
設
や
飲
食
店
等
が
軒
を
並
べ
て
い

ま
す
。
一
方
、
母
校
へ
４
０
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
て
、
昔
と
変

わ
ら
ぬ
校
舎
と
土
の
匂
い
、
私
の
原
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
生
徒
に
変
わ
ら
ず
情
熱
を
注
い
で
く
れ
る
教
職
員
が
い

ま
し
た
。 

　

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
社
会
は
大
き
く
、
絶
え
間

な
く
変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数

の
急
激
な
減
少
、
私
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
等
、
本
校
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
は
、
昭
和

４
９
年
に
、
「
手
稲
地
区
に
大
学
進
学
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
進

学
校
を
」
と
い
う
地
域
住
民
の
熱
い
期
待
を
受
け
開
校
し
、
昨

年
度
に
は
５
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
開
校
以
来
、
同
窓
生
の
頑
張
り

や
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
歴
代
教
職
員

の
情
熱
あ
ふ
れ
る
指
導
に
支
え
ら
れ
た
賜
物
で
す
。
こ
う
し
て

「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
進
学
校
」
へ
と
成
長
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
土
台
を
踏
ま
え
な

が
ら
も
、
社
会
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
変
化
し
て
い
く
こ
と

を
恐
れ
ず
に
本
校
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
校
の
原
点
で
あ
る

進
路
実
現
を
通
し
て
生
徒
の
「
夢
を
叶
え
る
」
と
い
う
ゴ
ー
ル

は
そ
の
ま
ま
に
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
様
々
な
道
の
り
を
考
え
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　

開
校
当
時
の
地
域
の
期
待
と
思
い
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も

関
係
者
や
保
護
者
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
教
育
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
手
稲
高

校
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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【生徒指導部より】  

　　学校では今年度、生徒主体のスマホ利用ルールの見直しを支援しました。アンケートや各クラスの代表

　者会議（代議員会）を経て、「自由と責任」を学ぶプロセスを生徒会長が報告します。 

【生徒会長（小川一純さん）の言葉】   　 

　　今年度、第５１期生徒会執行部では、『生徒が主体で学校のルールを作る』ということを推進し、その

　第１段階としてスマートフォンのルールを変えることを生徒が主体となって決めていきました。 

　　まず、生徒会が各クラスの代議委員を通して全校生徒から意見を収集しました。その意見を基に、スマ

　ートフォンのルールに関する原案を作成し、先生方とも協議したのちに試行期間を設けていきました。 

　　このように生徒が学校生活のきまりを考えてそれを試行し、実現していくためには大切なことがあると

　思います。それは日ごろから今の生活のきまりを守り、先生方などの信頼を獲得していくことです。実際、

　諸先輩方や、現手稲高生がきまりをしっかりと守ってきたからこそ、このように改正が出来たと思います。 

　　これからも時代や生徒のニーズに応じて不要な決まりが出てくると思いますが、生徒一同が自分たちで

　決めた決まりを守り、信頼を重ねて、ルールを変えていけるよういサポートを生徒会執行部がしていきた

　いです。 

【結びに代えて】  

　　ルールを「守らされるもの」から「自ら運用するもの」へ。生徒の「考える力」を尊重し、今後もその

　挑戦を教職員一同で支援してまいります。 （文責：生徒指導部長　鵜沼範考） 

  

                                          　事前学習を経て58社での1日インターンシップを実施 

                                         　 し、働く意義を学んだ成果を報告会にて発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          16講座のゼミ形式で4週間の課題解決学習を行い、実 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験や議論を通して得た学びを最後に発表しました。 

　ゼミ　心理学 教育学 生物学 薬学 

    　　デザイン学 機械工学 看護学 

　　　　情報工学 リハビリテーション学 

    　  電気電子工学 経済学 歴史文化 

       人類学 法律学 外国語学 経営学 

 

 

                                           　 本校では、学校の様子や生徒の活動を広く発信す　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  るため、情報発信プラットフォーム「note（ノート）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を活用しております。生徒たちのいきいきとした姿を

随時掲載しておりますので、ぜひご覧ください。今後も関係各位との連携を大切にしながら、生徒一人ひと

りの志望大学合格、そしてその後の豊かな人生の実現に向けて取り組んでまいります。引き続きご理解とご

支援をお願いいたします。    　note：https://teine-hs.note.jp/    学校HP：http://www.teine-h.hokkaido-c.ed. 


